
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

レポート 70%

平常点 30%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

大田区ボランティア参加(予定）

大田区防災まちづくり課　大田区の防災とまちづくりについて

大田観光協会　大田区の地域資源について

地域に根差した建築事例の紹介（見学会）

建築家による　地域に根差した居場所づくり

地域で学んだことを活かし発表会に向けた作品制作

地域で学んだことを活かし発表会に向けた作品制作

産学連携課題展示会 準備、展示会、講評会、片づけ、地域に向けて情報発信

事例紹介１

大田まちづくり学

大田まちづくり学

ボランティア２（授業振替実施）

大田まちづくり学

大田まちづくり学

企業ショールーム見学(予定）

企業課題バックアップ

電鉄会社のまちづくり

地元建設業の取組み

防災まちづくり　都市防災の観点から

大田区出張所　オープニング参加ボランティア

必修

日本工学院専門学校 2020年度 特別演習２

科目基礎情報

建築学科 後期

60時間

実習

3年次

2単位

資料などプリント配布

担当教員情報

平山　浩樹　他 実務経験の有無・職種 有・建築設計　一級建築士

学習目的

　大田区に関連する方々に特別講師としてご登壇いただき、地域を知る・地域の問題解決の意識を高める講義を行い、まちづくりの最先

端の事例について学ぶ。また、大田区地域のイベント等にボランティア参加して地域住民と接し地域貢献する意義について学ぶことが学

習目的である。

到達目標

　この科目では、大田区地域の都市計画・防災・観光的観点からの特別講義や電鉄・施工・住宅系の民間企業の方からの特別講義をきっ

かけにして、地域に根差した建築設計のあり方を考える。並行して設計課題に取り組むことで、自己の作品に深みを与えると共に地域に

根差した建築のあり方に関する知識を得て今後も学びを深めてもらうことが到達目標である。

教育方法等

　目標達成のため下記授業内容詳細により授業を展開する。

　この授業では各講義の内容と共に他の科目（設計計画２）と連携することで学習効果を高めることに留意する。

備　　考

特別講義レポートの内容について採点を行う

授業への取り組み姿勢、設計課題の進捗等を評価する

授業計画（１回～１３回）

各回の到達目標

評

価

方

法

授業内容

ボランティア１（授業振替実施）

大田まちづくり学

大田まちづくり学

大田まちづくり学

企業課題バックアップ


